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3 水道事業の経営状況
（1） 水道施設の状況

（説明）
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■ 施設の老朽化状況 ■ 管路の老朽化状況



3 水道事業の経営状況
（2） 給水人口と料金収入の見通し

• 人口減少や節水機器等の普及に伴い、料金収入の基礎である有収水量は年々減少

• 給水人口は、令和16年度には9,000人を下回ると予想され、事業の収益基盤は弱体

• 水需要の減少は、水道使用量に応じて算定される下水道使用料にも影響
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3 水道事業の経営状況
（3） 公営企業会計の仕組み
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独立採算制
の
原則

【地方公営企業法】 第17条の２（経費の負担原則）

• 公営企業の経費は、その性質上、当該公営企業の経営に伴う収入をもって充てるこ
とが適当でない経費等を除き、その事業に伴う収入によって賄い、自立性をもって事
業を継続していく独立採算性の原則が適用されます。

• 事業として財源不足額があれば、自立的に解消しなくてはいけません。

収益的収支：
1事業年度の営業活動やサービスの提供など
日々の業務に伴う、収入（収益）と支出（費用）

資本的収支：
将来の営業活動を行うための施設の建設・更新
する費用、企業債の元金償還などの支出と、その
財源（収入）

【収益的収支と資本的収支の2部構成】

収益的収支から発生する純利益（①）と、
現金支出が伴わない減価償却費（②）が
内部留保資金（③）となり、資本的支出の
財源となる

①

②

③

（出典：改訂公営企業の実務講座(26)を加筆）



3 水道事業の経営状況
（4） 収益的収支の状況と今後の見通し

• 「給水人口の減少」と「水道施設の老朽化」という、２つの大きな課題に直面

• 令和7年度に久田見浄水場の更新工事が完了、今後の減価償却費が固定費として発生
近年の物価高騰により、動力費や修繕費も増加傾向

⇒ 令和7年度以降の経営状況は純損失（赤字経営）に陥る可能性が高い
（参考） 令和7年度 ：△22百万円、令和8年度 ：△42百万円
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3 水道事業の経営状況
（5） 資本的収支の状況と今後の見通し

• 令和6年度～令和7年度にかけて、久田見浄水場の更新工事により支出が増加

• 今後は災害時重要配水管や耐用年数を超過する配水管の更新の必要性

⇒ 目標値は、全国の管路平均更新率は0.6％
配水管総延長は約170キロメートルあるため、毎年1キロメートルずつ更新が望ましい
なお、現在の物価上昇により毎年更新に掛かる費用は1億円相当を見込む
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3 水道事業の経営状況
（6） 現状の課題

持続可能な水道事業とするために、料金改定の必要があります。

改定率は、令和7年度決算及び将来予測をもとに試算中ですが、

赤字経営の解消と管路更新の財源確保で20％相当の値上げが必要と考えます。

（給水収益260百万円×20％＝52百万円 ⇒ 7百万円の黒字転換）

8



4 下水道事業の経営状況
（1） 下水道施設の状況
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■ 施設及び管路の老朽化状況

〇 処理施設

久田見浄化センター・上飯田浄化センター

〇 マンホールポンプ

• 管渠、マンホールの耐用年数は50年以上
• マンホールポンプなど機械設備は定期的に
修繕や取替を実施

4 下水道事業の経営状況
（1） 下水道施設の状況



4 下水道事業の経営状況
（2） 水洗化人口と使用料収入の見通し
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• 水道と同様、人口減少に伴い、使用料収入は年々減少

• 町内の処理区域内整備は完了

• 下水道普及率は全国平均を上回っているため、今後の拡大は望めない

4 下水道事業の経営状況
（2） 水洗化人口と使用料収入の見通し



4 下水道事業の経営状況
（3） 公営企業会計の仕組み

水道事業と仕組みは同様だが、公共性の観点から一般会計からの繰入金が多く充てられる

〇 基準内繰入金

総務省により、分流式下水道に要する経費などは、一般会計が負担するべき経費であり
地方公営企業へ拠出することが定められている収入

〇 基準外繰入金

使用料および基準内繰入金だけでは不足する場合、一般会計が拠出している収入

※利用していない町民やほかのサービスで得た税収で補填している
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4 下水道事業の経営状況
（3） 公営企業会計の仕組み



4 下水道事業の経営状況
（4） 収益的収支の状況と今後の見通し

• 使用料収入だけでは汚水処理費を賄いきれず、一般会計からの繰入金により成り立っている

• 令和7年度は、基準内繰入金が135百万円、基準外繰入金が33百万円充てられている

• 流域下水道・各務原浄化センターの汚水処理に掛かる経費が増加傾向
（参考） 汚水処理単価 平成31年度 56円⇒令和6年度 62円⇒令和9年度 72円予定
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4 下水道事業の経営状況
（4） 収益的収支の状況と今後の見通し



4 下水道事業の経営状況
（5） 資本的収支の状況と今後の見通し
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• 主な支出は、事業開始時の借入の元金償還
⇒借入の返済が終了し、年々償還元金が減少傾向（ピーク時より2億円ほど減る）

• 今後はマンホールポンプや各務原浄化センターの更新が必要
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4 下水道事業の経営状況
（5） 資本的収支の状況と今後の見通し



4 下水道事業の経営状況
（6） 現状の課題
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• 収入の減少
人口の減少などにより使用料収入の減少が見込まれる

• 一般会計からの繰入金に頼った経営
使用料収入だけで汚水処理に掛かる経費が賄えない赤字経営

• 流域下水道処理施設・各務原浄化センターの汚水処理に掛かる経費が増加
施設の老朽化による修繕費や昨今の物価上昇による経費の増大

⇒４市6町が負担する維持管理負担金が増加し、令和9年度から10百万円以上増加

持続可能な下水道事業事業とするために、使用料改定の必要があります。

改定率は、令和9年度から維持管理負担金の増加に対応するため、

財源確保で10％相当の値上げが必要と考えます。

（使用料収入127百万円×10％＝12.7百万円の財源確保）

なお、公共下水道事業の黒字決算は、一般会計からの繰入金で維持しています。

4 下水道事業の経営状況
（6） 現状の課題


